
東洋大学（社会システムマネジメント研究室） 

（仮称）古民家再生プロジェクト「お披露目会」について（案） 

 

目 的： 

・当該古民家の現状（経緯〜利活用検討状況等）について、地域の方々に知ってもらう 

・内覧〜活用例について体験してもらう 

>>今後、愛着を持って使用/管理してもらうための仲間（ネットワーク）づくりへ 

 

対 象： 

伊草地区を中心とした周辺地区住民（限定しない） 

子どもから高齢の方まで幅広い世代（特に「子ども」に楽しんでもらう） 

 

実施時期（候補日）： 

2023年 11月上旬 〜 11月中旬（土・日） 

（候補日）11/4(土)、5(日)、12(日) 

 

場 所： 

古民家（母屋、車庫/倉庫、表/裏庭） 

 

内 容： 

１ 情報提供： 

・古民家の概要説明（経緯〜利活用検討状況等） ＊簡単な配布資料（用意） 

２ 展示「地域/まちづくりに関わろう！」： 

・古民家再生/地域共生に関わる知識（パネル展示） 

・古民家の再生活動（お掃除の映像視聴） 

・VRでまちを眺めてみる        ほか（検討中） 

３ 体験（ワークショップ）： 

体験①ハロウィン飾りづくり（紙コップや色紙でハロウィングッズを簡単に手づくり） 

体験②「ここでしてはダメ！なこと」ポスターづくり 

（お絵描きを通じて、古民家利用ルールを子どもたちに考えてもらう） 

４ 地域発（できたら/あったら いいな！）イベント 

  ・落ち葉拾いからの「焼き芋」大会 

  ・マルシェ（周辺で採れた野菜等の産直販売）  など 

まずは、委員の声かけからはじまる！地域イベント（将来やってみたい活動）づくり（検討） 

（その他） 

お茶*（振舞い） *水分補給（必須） ＋持ち寄り「お茶菓子」 

 

プログラム（イメージ） 

10:00  開会（情報提供） >>古民家の概要説明等（20分程度） 

11:00  ワークショップ   >>体験①/②（各 25分×2回程度） *参加者数に応じて調整 

>開始/終了時間は、イベント数/内容により今後検討/調整 

 

上記イベントへの参加/合間を通じて、当該「古民家」を内覧し、将来、ここでやってみたい/

出来そうなことなどを想像してもらう（子どもたちの楽しむ姿を見てもらう） 


